
 

 

 

 

 

１ 趣 旨 

近年、社会福祉をめぐっては、人口構造の高齢化、家族のあり方や地域社会の変容に伴い、経

済的困窮や社会的孤立の状態にある人たちの生活課題が顕在化するなど、地域の福祉ニーズは多

様化、複雑化しております。 

多様な生活課題の解決に向けては、新しい制度に即した公的施策の推進はもとより、民生委員・

児童委員や社会福祉従事者、ＮＰＯやボランティアなどとの公私協働により、道民誰もが安心し

て暮らし続けることのできる地域社会づくりを推進していくことが必要とされています。 

そこで、永年、社会福祉の推進に貢献された方々に感謝の意を表する為に表彰を行うとともに、 

本道の社会福祉関係者が一堂に会し、これからの社会福祉のあり方を考えることを目的に、本大

会を開催いたします。 

 

 ２ と き  令和７年１０月２１日（火） １３時００分～１６時００分 

  

３ ところ  北海道立道民活動センター「かでる２．７」１階 かでるホール 

        （札幌市中央区北２条西７丁目 TEL 011-204-5100） 

 

 ４ 主 催  北海道社会福祉協議会 北海道共同募金会 北海道 

 

 ５ 後 援  札幌市 札幌市社会福祉協議会 北海道市長会 北海道町村会 北海道医師会 

  （予 定） 日本赤十字社北海道支部 北海道町内会連合会 北海道民生委員児童委員連盟 

 北海道母子寡婦福祉連合会 北海道女性団体連絡協議会 北海道老人クラブ連合会 

北海道身体障害者福祉協会 北海道手をつなぐ育成会 北海道精神障害者家族連合会 

北海道民間社会福祉事業職員共済会 北海道保育協議会 北海道救護施設協議会 

北海道老人福祉施設協議会 北海道児童施設協議会 北海道知的障がい福祉協会 

北海道母子生活支援施設協議会  北海道身体障害者福祉施設協議会 北海道デイ 

サービスセンター協議会 北海道地域活動振興協会 北海道社会就労センター協議会 

北海道地域包括・在宅介護支援センター協議会 

 

 ６ 参加対象 

 （１）社会福祉協議会、共同募金会などの社会福祉関係者 

 （２）町内会、自治会などの住民組織関係者 

 （３）社会福祉事業実施企業・団体などの関係者 

 （４）民生委員児童委員 

 （５）社会福祉施設関係者 

 （６）社会福祉、保健衛生、教育など行政機関の職員 

 （７）ボランティア、ＮＰＯ関係者 

 （８）その他、本大会の趣旨に賛同する方 

 

７ 参加者  定員５００名 

 

８ 日 程 
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第７２回北海道社会福祉大会 開催要綱 

 



９ プログラム 

 （１） 受付［１２時００分～１３時００分］ 

 （２） 開会［１３時００分］ 

（３） 式典［１３時００分～１４時００分］ 

     ①北海道知事表彰 

     ②北海道社会福祉協議会会長表彰 

     ③北海道共同募金会会長表彰 

 （３） 講話［１４時１５分～１４時４５分］ 

     テーマ「高齢社会を生き抜くために」 

     講師：塚本 泰司（北海道社会福祉協議会会長、前札幌医科大学学長） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 講演［１５時００分～１６時００分］ 

テーマ「今後の福祉のまちづくりとは ～コミュニティデザイナーから見た福祉の姿～」 

     講師：山崎 亮 氏（studio-L代表、関西学院大学建築学部教授） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 閉会［１６時００分］ 

 

10 参加費    

 （１） 参加申込方法・参加申込締切 

     「第７２回北海道社会福祉大会参加申込要領」をご参照の上、お申込ください。 

 （２） 参加費 

     １,５００円（式典のみ出席される被表彰者の方は無料） 

※納入期限：令和７年１０月１４日（火） 

 

11 お問い合わせ先 

   北海道社会福祉協議会 企画総務部企画総務課 

   【担当（大会参加に関すること） ：戸嶋】 

【担当（式典・表彰に関すること）：戸田】 

    〒０６０－０００２ 

 札幌市中央区北２条西７丁目１番地 かでる２．７ ３階 

    ＴＥＬ（０１１）２４１－３９７６ 

 ＦＡＸ（０１１）２５１－３９７１ 

 

《講師プロフィール》 

1949 年 北海道旭川市出身。 

1973 年に札幌医科大学卒業後、同大学にて助手、講師、助教授を経て、1995 

年に同大学医学部教授に就任。泌尿器科学の研究、さらには教育者として指導 

にあたる。2008 年には同大学附属病院長、2012年に同大学国際交流部長を経て 

2013 年に同大学名誉教授に就任。2016 年から 6年間は理事長・学長を務め、 

2024 年の秋の叙勲では瑞宝中綬章を受章している。 

2025年 6 月に北海道社会福祉協議会会長に就任。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《講師プロフィール》 

1973 年 愛知県生まれ。 

大阪府立大学大学院および東京大学大学院修了。博士（工学）。建築・ランド 

スケープ設計事務所を経て、2005年に studio-L を設立。地域の課題を地域に 

住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。まちづくりの 

ワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型のパークマネジ 

メントなどに関するプロジェクトが多い。著書に『コミュニティデザインの 

源流（太田出版）』、『縮充する日本（PHP 新書）』、『ケアするまちのデザイン 

（医学書院）』、『地域ごはん日記 おかわり（建築ジャーナル）』などがある。  

 


